
はじめてのUdemy
トピック選定のコツ

あなたのスキルや知識を
多くの人に動画講座で伝える方法

エクセル兄さん（IT講師たてばやし淳）



本セクションの内容

1 教えるテーマを見つける

2 売れるトピックを絞り込む

3 差別化する（強み・コンセプト）



エクセル兄さん （IT講師たてばやし淳）

1 IT講座／ベース講座
Udemy受講生数848人

2 YouTube登録者20,000人
チャンネル登録2万人 300万回再生

3 DVD教材 Amazonベストセラー１位
三冠達成（１位：売れ筋・新着・ギフト（DVD>ホビー・実用））



1 Udemy

2 YouTube

3 Amazon

Udemy受講生数848人

登録2万人 300万再生

ベストセラー（売れ筋・新着・ギフト１位）



このような悩みを持つ方に

 Udemy講師を始めたいけれど、

何を教えればいいのか分からない…
 教えられることはあるけれど、

トピックを絞り込めない…
 自分なんかよりも優秀で実績のある先生が他にもいるし…

教えたいけれど、自信がない…



私も同じ所からスタートしました

ケーススタディ：エクセル兄さん



ケーススタディ①
なぜ「エクセル」を選んだ？

 パソコンに関心がある。
でも、何を教えたらいいか分からない…

 しかも、パソコン教育の業界には
ライバルが沢山いる…（先生、書籍、教室）



得意分野を探す方法

1. 周りの人からよく質問されるものは？

2. 誰かに教えたことがあるものは？

3. 過去に自分が勉強した時、苦労した経験があるもの
は？

私にとって「Excel」でした



「学び人口」を調べる

 そのテーマを学んでいる人口がどのくらいか？

 「学び人口」の多いテーマはヒットしやすい

– Excel

–タイピング

–プログラミング

–（その他、英語、カメラ（一眼）、Webデザイン…）

https://teach.udemy.com/ja/コース作成/hot-topic-courses/【参考】Udemy「Hot トピックコース」

https://teach.udemy.com/ja/%E3%82%B3%E3%83%BC%E3%82%B9%E4%BD%9C%E6%88%90/hot-topic-courses/


Excelの書籍
だらけ！



まとめ：教えるテーマを見つける

 周りに困っている人が多い

 教えた経験がある

 自分が勉強した時に困った経験がある

 学び人口が多い

 資格試験が存在する

 書籍、セミナー、通信講座、雑誌特集が多数

 Web上での検索回数が多い

https://adwords.google.co.jp/keywordplanner【参考】Googleキーワードプランナー

https://adwords.google.co.jp/keywordplanner


ケーススタディ②
どうトピックを絞り込んだ？

 ひとことで「Excel」といっても範囲が広い。

 何を教えたらいいのか分からない…。

 どのくらいのレベルを対象に？

Excelといっても何にトピックを絞り込めば？



どのジャンルも、初心者層が一番多い

上級者

中級者

もうすぐ中級

初心者

超初心者

超入門者

５割以上
（※体感値）



ホットな「学ぶ目的」があるか？

 面接で「Word・Excelくらいはできる」と言えるように
ならなきゃ…（就職・転職）

 新しい職場で、ピボットテーブルを覚えないと困るんで
す…（仕事）

 上司に「MOS資格を取得しろ」と言われて…
（昇進・就職・転職）

 自己流で何となくExcelを使ってきたけれど、
もっと早く仕事を終わらせるExcel術があるなら教えて
もらいたい（スキルアップ・ライフスタイル）



まとめ：トピックを絞り込む

 初心者層を対象にする

 ホットな「学ぶ目的」に合
わせる

 自分が勉強した時に困った
経験があるもの



ケーススタディ③
どうやって差別化をした？

 人気のテーマほど、ライバルが多い…

 YouTubeにもWebにも無料情報が転がってる…

 書籍もある、通信講座もある、セミナーもある…

 すでに実力ある先生がいる…

今さら私のExcel講座に人が集まるの？



「無料」に対抗する方法

 無料の情報はバラバラで体系化されていない。

–学ぶ人は、体系化されたカリキュラムが欲しい。

 お金を払って学ぶ方が、真剣になれる。

–無料のものを真剣に学べる人は少ない。

 サポートや質問対応、ダウンロード等

–無料の情報には講師の責任がない



「書籍」に対抗する方法

 「書籍を読んでも、３日で挫折しました。
でも、動画だから最後まで学べました」の声

 書籍には無い価値を提供できるのがUdemy。

 ※通信講座も、テキストが定期的に配送される
物が多い。（挫折者が多数）



「実力あるライバル」に対抗する方法

 有名な先生ほど、細かいフォローはできない

–忙しい／先生のブランドを崩せない

 無名の新人だからこそ、
フォローの行き届いた丁寧な講座を作れる



私の差別化アイディア

 ２カメラ

 動画をマネするだけで
スキルが身につく

 一気通貫カリキュラム

 テキスト配布

 「エクセル兄さん」
キャッチフレーズ化



コンセプト×講師のキャラ

 動画をマネするだけでExcel習得

 親しみやすい口調、爽やかな声

–（自分の体験を交えて話す）

 「次もエクセル兄さんの講座を
買いたい」と思ってもらう



まとめ：差別化する

 Udemyの強みを活かせば、
書籍や無料情報やライバルに
勝てる

 超ていねいな講座を作れば
誰も追いつけない

 コンセプト×講師のキャラ



本セッションのまとめ

1 教えるテーマは足元にある

2 「学ぶ理由」にフォーカスする

3 Udemyの強みを活かす



最後に

 「自分なんかが教えていいのだ
ろうか…」が最初で最大の障壁
でした。

 しかし、受講者の喜びと感謝の
声を聞くと、その恐怖は吹き飛
びました。

 勇気を出して始めましょう!



ありがとうございました。

Facebook：たてばやし淳


